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T 細胞受容体（TCR）解析事業の開始についてのお知らせ 

 

当社は、本日、取締役会において、シカゴ大学医学部中村祐輔研究室において開発された、 

「次世代シーケンサーを用いて T 細胞受容体（T Cell Receptor；TCR）を解析する方法(*1)」

を導入し、当社のワクチン事業に応用すると共に、製薬企業、医療機関、研究機関等に対して

TCR 解析サービスを提供する事業を開始することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．事業開始の趣旨及び概要 

がんの免疫療法は、外科療法・放射線療法・化学療法に次ぐ第４の治療法として研究開発が進

められています。例えば、国内外の製薬企業の免疫チェックポイント抗体療法(*2)は日米で承認

されました。また、米国の製薬企業により開発された前立腺がんに対するがんワクチン療法は米

国医薬食品局（FDA）によって承認を受けております。しかし、患者さんの体内やがん組織で、

どのようにがん細胞が攻撃を受けているのかなど詳細な仕組みは完全には解明されておりませ

ん。それに加え治療費が非常に高額なため、効果の期待できる患者さんを選択すること、治療を

継続するかどうかを決定するための免疫反応をモニタリングすることが重要な課題となってお

ります。 

当社が導入する TCR 解析方法は、血液中およびがん組織や腹水・胸水中の T 細胞の変化をモ

ニタリングすることが可能であり、数百万から１千万種類の T 細胞に相当する TCR の情報を迅

速に提供することができます。また、B 細胞受容体(B Cell Receptor；BCR)の解析(*1)、さらに、

がん分野のみならず、自己免疫疾患・薬剤や食物アレルギー・感染症時の免疫細胞の変化などを

調べることにも応用可能です。 

当社は、シカゴ大学と連携し、世界で最先端の TCR 解析技術を開発し、ワクチン療法などの

患者さんの選択や治療経過のモニタリングを実施すると共に、TCR 解析の研究開発と事業化に

よって、医療への貢献を図っていくことにしたいと考えております。 

 

２．新たな事業を開始する時期ならびに特別に支出する予定額の合計額 

現時点では未定であり、判明次第お知らせいたします。 
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３．今後の見通し 

 当社は、平成27年3月期通期業績予想を現時点では公表しておりませんが、本事業開始に伴う

業績への影響につきましては、判明次第お知らせいたします。 

以上 

 

 

 

 

 

(*1)抗原認識を担う T 細胞受容体(または B 細胞受容体)の DNA 配列を決定することにより、T 細胞(または

B 細胞)の特徴を調べる手法。 

(*2)生体内の免疫反応を抑制する役割を担う免疫チェックポイント分子の働きを抑えることにより、T 細胞

を活性化させ、がん細胞を攻撃する治療法 
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